
 

令和４年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 芝川小学校 ）     学校番号 ０６８                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 輝く笑顔 学ぶ意欲あふれる学校        

          

重 点 目 標 

１ ICT等を活用した「アクティブ・ラーニング」型授業の実現と、芝川小ICT活用教育モデルの実践 
２ 「ひと」とのつながりを大切にする学校に向けた心の教育の充実と人権教育の推進 
３ 学校・家庭・地域が目標やビジョンを共有し、連携・協働するコミュニティ・スクールの実現 
４ アイディアを出し合い、新しい学びへと挑戦し続ける学校をつくるための教職員研修の充実 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和５年２月１７日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〈現状〉 

○全国学力・学習状況調査では、国語、算数とも

に全国、市平均と比べ低い結果である。市平均

と比べると、国語で－５、算数で－６ポイント

下回っている。 

○本校では、令和３年度に、令和元年度さいたま

市学習状況調査を実施したところ、【学習に関

する関心・意欲・態度】の「国語の勉強はすき

ですか。」「算数の勉強は好きですか。」の質

問に肯定的な回答をした児童の割合は、令和２

年度より国語で 23％、算数で 1.5％向上した。 

○タブレットを自由に操り、学習課題の解決に向

けた調べ学習やまとめにおいて意欲的に活動す

る児童が多い。 

〈課題〉 

○全国学力・学習状況調査の結果分析から、国語

では思考力・判断力・表現力等のＢ書くこと、

算数では図形とデータ活用の領域に課題がある

児童が多い。 

○算数への関心が低く、児童が「楽しく分かりや

すい授業」だと感じる授業を実践すること、知

識及び技能領域の習熟に向けた手立てを講じて

いくことが課題である。 

・ICT を活用し

た「アクティ

ブ・ラーニン

グ」型授業の

実現 

 

 

 

 

 

➀国語、算数において、ICT 活用を活動

の軸にし、問題や発問の仕方、板

書、教材教具を効果的に組み合わせ

た授業を実践し、自分の考えを自由

に表現できるようにする。 

➁授業研究において、「アクティブ・ラ

ーニング」型の研究授業を実践し、

指導事例として蓄積・共有する。 

③体育科・道徳を中心に、自己有用感や

互いに高め合う意識を醸成する活動

を設定し、全教科において主体的に

学ぶ意欲を高める実践につなげる。 

➀児童アンケートに「ICT を活用した授

業が楽しく分かりやすいと思うか。」

の項目を新設し、肯定的な回答をする

児童の割合が 80％以上になったか。 

➁全学年で年に１回以上、「アクティ

ブ・ラーニング」型の研究授業を行

い、教員の指導力向上に資することが

できたか。 

③本校を会場とする、市道徳悉皆研修発

表及び県小学校体育授業研究会への参

画を通して、自身の授業実践に役立つ

情報を得ることができたか。 

・ICT に関する児童アンケートでは「楽しく分 

かりやすい」「どちらかといえば楽しく分か 

りやすい」と回答した児童が 90％を超えたこ 

とから、取組に一定の成果があった。 

・研究授業では、どの学年も児童自らが課題を 

決め、グループ等による対話を中心とした授 

業を実践した。これにより、「アクティブ・ 

ラーニング」のねらいを意識したことで教 

員の指導にその兆候が見られた。 

・体育科・道徳の研究を通じて、多くの教員が 

児童の自己有用感や自己肯定感が高まる活動 

を全教科で取り入れた。 

B 

（課題） 

・国語、算数において、ICT を活用し

た「楽しく分かりやすい」授業を実

践できたが、ICT の活用が学力向上に

直結しているか検証する必要があ

る。 

（方策） 

・校内研修において基礎学力の向上を

目指したテーマと方策を検討し、研

究主任を中心に全教職員で協議する

場を今年度中に２回以上設定し、次

年度の計画に反映する。  

・インターネットで何でもでき 
る時代を迎えていることか 
ら、アクティブ・ラーニング 

と取り入れた授業を実践した 
ことは評価できる。 

・言われたことはできるが、児 

童の主体性に課題を感じる。 
ＩＣＴを活用が深い学びにつ 
ながるよう、研修を重ねよう 

とする強い意志を感じた。 
 
 

 
・ＩＣＴの活用と対話的な学習 

をうまく繋げた授業展開を視 

野に入れた研究を目指すこと 
に共感できた。 

・デジタルとアナログのそれぞ 

れの良さをバランスよく取り 
上げ、授業を組み立ててもら 
いたい。これからの取組に期 

待している。 

・芝川小 ICT 活

用教育モデル

の推進 

 

 

 

 

 

 

 

➀ICT を有効且つ適切に利用するための

モデルを作成し、情報モラル・セキュ

リティ教育を全学年で実施する。 

➁ムーブノートやオクリンク等の共同学

習ツールを利活用する能力を高めるこ

とで、教え合い・学び合う活動を保障

する。 

③情報教育部を中心に、○学年版「ICT

活用１日の流れ」を策定し、学年の実

態に即して効果的に運用する。 

➀前年度実績や課題を踏まえ、４月中に

モデルの素案を作成し、６月末までに

完成、７月から運用する。 

➁学習ツール（ムーブノートやオクリン

ク）を可能な限り活用し、学習の成果

を互いに共有し、学び合う活動の場を

意図的に設定したか。 

③教職員アンケート「児童が常に PC を

活用し、自ら調べ、学習する環境を整

備したか。」において、肯定的な回答

の割合が 85％以上となったか。 

・情報教育部を中心に、ICT 活用教育モデルを 

夏季休業中に作成、９月から順次２年生以上 

の全学級で指導を行った。これまでにネット 

トラブル等の報告はない。 

・学習ツールを活用して、友だちと意見や感 

想を送り合ったり、クラスの意見を集計し 

員で共有したりする場面が多く見られるな 

ど、学び合う活動が充実した。 

・教職員アンケート集計では、授業における 

ICT 活用率が 90％を超えるなど、学習ツー 

ルが効果的に活用されていた。 

B 

（課題） 

・児童が端末を自宅に持ち帰り、学校 

で学んだ内容の補習やスタディサプ 

リを自主的に行う環境を整える必要 

がある。 

（改善策） 

・他校の取組に関する情報を収集する 

ため、多くの学校の授業研究会に本 

校職員を派遣する。研究会資料は全 

教職員で共有し、日々の授業で実践 

できるようにする。 
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〈現状〉 

○児童アンケート「きちんとあいさつや返事をし

ている」の質問に肯定的な回答をした割合は、

どの学年においても概ね 80％を超えている。 

○児童やその保護者に寄り添い、信頼関係の構

築・発展を図るとともに、継続的な観察やアン

ケート等を活用し、児童理解に努めている。 

〈課題〉 

○会議や学校行事の準備等に費やす時間を削減

し、児童や保護者と関わったり、教材研究等に

充てたりする時間を捻出する必要がる。 

○児童一人ひとりの状況を的確に把握し、迅速か

つ適切に、組織的に対応する体制づくりが必要

である。 

・差別のない、

児童一人ひと

りの安全が確

保された学級

集団の実現 

 

➀放課後に学年・学級のための時間を確

保し、コミュニケーションを活性化

させるとともに、児童に関する正確

な情報を共有する。 

➁アンケート等の結果や面談等を通じ

て、学級等の実態を把握し、適切な

指導・支援を速やかに実行する。 

➀週の月、木の放課後を会議・研修日と

し、他の３日間を可能な限り、学年・

学級の時間として確保できたか。 

➁アンケート結果に基づく面談を結果確

認から２週間以内に行い、生徒指導、

教育相談、特別支援教育の分掌組織で

情報を共有し、適切に対応できたか。 

・月木以外の放課後は会議等を入れず、教材 

研究等の時間として確保した。また、会議 

や研修自体の必要性を見直し、回数と時間 

の両面から削減した。 

・児童の情報は、放課後に各分掌主任が情報

を集約・共有し、必要に応じて組織的に対

応した。 

B 

（課題） 

・心配な児童への対応において、学校 

と保護者の認識の相違から、難しい 

ケースが徐々に増えてきている。 

（改善策） 

・学年や担任と校務分掌組織とが連携 

し、組織的な対応を強化する。 
 

・守ることが正義のルールにな 

っている。校則問題等、生徒 

指導に関する事項を積極的に 

見直すべきである。 

・いじめの問題へは、統一した 

生徒指導をお願いしたい。組 

織的に対応していることは評 

価できる。 

・デジタル化に伴い、情報の管 

理に不安を感じる。情報漏洩 

等について教職員のスキルを 

高める研修が必要である。 

・積極的な生徒

指導の推進と

教育相談、特

別支援教育の

充実 

➀ ICT を活用して児童に関する情報を

蓄積・共有し、指導支援の方策を決

定する際の資料とする。 

➁一人ひとりの多様な幸せ（Well-

being）の実現に向け、教室の中の多

様性を認め、ICT を活用した「個別最

適な学び」を実現する。 

➀令和４年度末までに生徒指導、教育相

談、特別支援教育の情報を ICT 上で継

続管理するシステムを構築できたか。 

➁教職員アンケートで ICT を積極的に活

用し、個々の特性や関心・意欲に見合

った授業や学びの場を提供できたと回

答する割合が 85％以上となったか。 

・教務担当者、情報教育部、エバンジェリス 

トが中心となって、児童に関する情報を電

子化するシステムを構築し、次年度におい

て順次導入する。 

・ICT によって個別最適な学習を展開した。 

アンケートでは、90％の教員が ICT と個別 

指導が適正にリンクしたと回答した。 

B 

（課題） 

・教職員によってスキルに差があるた 

め、学校全体が同レベルで ICT を活 

用できていない。 

（改善策） 

・各学年に ICT スキルが高い教員を必 

ず一人以上配置する。 

3 

〈現状〉 

○昨年度、学校運営協議会準備委員会を年３回

（６月、１１月、２月【書面開催】）実施。目

指す児童等について熟議し、これからの学校経

営（運営）の方向性について仮承認を得た。 

○PTA 組織やおやじの会がよき学校の応援団とな

り、本校の教育活動への多大な貢献がある。 

〈課題〉 

○今年度の協議会で SSN 等地域の教育力を活かし

た活動として何ができるのかを熟議し、実際に

地域総がかりでの活動を展開する必要がある。 

・学校運営協議

会と SSN 等が

連動し、学校

と地域の一体

感ある取組の

充実 

➀学校運営協議会や SSN に関する情報を

学校だよりや学校 HP を通じて発信す

るなど、広く広報活動を行う。 

➁学校地域連携コーディネーターがファ

シリテーターとなり、スクール・コミ

ュニティに向け始動する。 

➀保護者アンケート「学校の取組等に関

する情報発信の充実」において、肯定

的な回答が 80％以上となったか。 

➁コーディネーターが中心となり、７月

末までに SSN 等地域と連携・協働し、

活動案を作成することができたか。 

・保護者アンケートでは、情報公開に関する 

項目で 93％が肯定的な回答であった。 

・学校安全ネットワーク連絡会を年２回開催 

した。地域の現状（交通、防犯、防災）に 

ついて情報共有し、児童の安全に関する活 

動について協議した。 

B 

（課題） 

・情報発信に費やす時間をどう捻出す 

るか。（時間外作業） 

（改善策） 

・ICT 支援員の協力を検討する。 

 

・積極的な情報発信や学校公開 
は大切であることから、引き 
続き努力してもらいたい。 

・コーディネーターが中心とな 
って地域人材を発掘し、色々 
な経験から多くを学んでほし 
い。 

・地域との連携として、区域内 
の小学校と交流してもよい思 
う。地域性から、自然環境に 
学ぶ機会を導入してほしい。 

・学校や地域の

行 事 を 通 じ

て、互いがつ

ながり合い、

共に成長する

機会の拡充 

➀ おやじの会等の協力の下、学校や地

域の行事への参加を児童や保護者、地

域等に発信する。 

➁学校と地域が一体となって、目指す児

童像に向けた地域学校協働活動を実行

する。 

➀ 学校と地域が互いに連携・協働し合

う行事を今年度中に２回以上行うこと

ができたか。 

➁チャレンジスクールや図書ボランティ

ア等の地域協働活動を４月末までに作

成し、５月から活動を開始したか。  

・コロナ禍の影響から、学校行事や地域連絡 

会等への参加に限定され、連携・協働した 

行事は「クリーン活動」のみであった。 

・チャレンジスクールはほぼ計画通りに実施 

したが、図書ボランティアは感染拡大防止 

の観点から制限付きで活動を再開できた。 

B 

（課題） 

・教職員の参画に当たり、働き方改革 

の視点から矛盾が生じる。 

（改善策） 

・今後検討していく。 

4 

〈現状〉 

○昨年度中は、情報教育部及びエバンジェリスト

が中心となって、ICT 利用に係る教職員研修を

計画的に実施してきた。 

○長期欠席児童やコロナ禍に関連した欠席者への

オンライン授業を計画的に実施している。 

〈課題〉 

○ICT の活用では、教職員によって取組に差が見

られることから、ICT 活用に係る教材研究を進

化させ、校内で共有する必要がある。 

・全教職員がア

イディアを出

し合い、新し

い学びへと挑

戦し続ける意

識を高めるた

めの研修の実

施 

 

 

➀毎学期に１回以上、情報教育部及びエ

バンジェリストが主体となって、ICT

の活用実践つながる研修を行う。 

 

➁授業参観や学校公開日、校内授業研究

会等の機会を捉えて、全教員が ICT を

活用した授業公開を年に１回以上公開

し、スキルアップを図る。 

➂スタディサプリに関する校内研修を適

時に実施し、授業での活用方法等につ

いて深く研究する。 

➀教職員アンケートで ICT を活用し個別

最適な学びにつながる授業改善ができ

たと回答する割合が 80％以上となっ

たか。 

➁全ての教員が ICT を活用した授業公開

等を年１回以上行い、公開することが

できたか。 

 

➂スタディサプリを効果的に授業に組み

込みながら、個別最適な学びに向けた

授業改善に取り組んだか。 

・各学期に１回以上、ICT を活用した指導法研 

修を実施した。その結果、教室訪問時に様々 

な教科等で ICT を活用する場面が多く見られ 

るようになり、授業改善が進んだ。 

・全教員が ICT を活用した授業公開を年１回以 

上実施したことにより、ICT の活用スキル・ 

指導力が向上した。 

・スタディサプリは、導入当初に想定してい 

たよりも利用頻度が低かった。他の学習ツー 

ルの使い勝手が良いため、有効活用には至ら 

なかった。 

B 

（課題） 

・教員が主体的に ICT に関するスキル 

を学び活用するためには、他の業務 

を見直し、研究に充てる時間の確保 

が必要である。 

（具体策） 

・次年度当初からの思い切った業務改 

善と年間を通じて研修機会の確保を 

目指す。 

・ICT 研修を学期に１回以上定期的に 

実施する。 

 

・ICT の使用実践に振り回され 

ず、効果的な学びへのスキル 

を高めてもらいたい。 

・若手の増加で、学校に活気が 

出るのはよいことである。そ 

の反面、学級経営に関するス 

キルが心配であり、研修等を 

通じて学んでほしい。 

・大胆な業務改善案を見て、そ 

の成果を期待している。 


